
佐倉市雨水管理総合計画について

１．業務の目的

近年の局所的集中豪雨により、市内各所で発生している浸水被害の早期の軽

減を目的に、今後の事業化に向けて、現在・中期・長期にわたる雨水対策の実施

個所や整備水準、整備方針を定めるものである。

２．雨水対策の現況と課題

佐倉市公共下水道の雨水対策は、これまで５年確率降雨（時間降雨約５０㎜）を

計画降雨とし、施設整備を行っているが、近年、高崎川及び手繰川へ放流する一

部区域で床上、床下浸水が発生している。

このため、雨水整備目標等の見直しを行うとともに、計画を上回る降雨に対する

目標を定め、ハード及びソフト対策を組みあわせた総合的な雨水対策の立案が必

要となっている。

また、雨水放流先が河川及び印旛沼であることから、下水道と河川が一体となっ

た雨水対策が求められている。

３．策定方針
①雨水対策目標の設定

浸水危険度・緊急輸送路・資産集積度等に着目し、浸水リスクに応じた対策目

標を設定する。

②段階的対策方針の設定

「浸水リスク・対策効果・事業可能量」を考慮し、当面・中期・長期の段階に応じ

た対策目標・対策方針を地域ごとに設定する。

本計画においては

※当面 下水道事業期間内（５年～７年以内） 当面 （令和 ３年度～令和 ７年度）

中期 全体計画期間内（概ね２０年以内） 中期 （令和 ８年度～令和１２年度）

長期 ２０年以降 長期 （令和１３年度～令和２２年度）

と設定

４．業務対象区域及び面積

対象区域は、下水道計画区域（雨水）4,785.7haである。
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佐倉アメダス

印旛土木（参考）

５．浸水実績と主な降雨
平成21年8月10日 大雨洪水警報

平成25年10月15日 台風26号

平成28年8月24日 大雨洪水警報

10分雨量データ 佐倉（アメダス）雨量観測所

5-1 佐倉市内で浸水被害が発生した降雨
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5-2 浸水実績箇所図
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６．浸水要因の分析
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※赤字の排水区は今回業務での対象排水区

７．地域別対策目標の設定

7-1 評価指標の設定

佐倉市の実情に応じた目標を設定するため、以下の指標を用いて、ＡＨＰ（階層分析

法）により重み付けを考慮し、ブロックの評価を行った。

［階層分析法］

各指標の重要度を市職員にアンケートを行い、市独自の重み付け係数を設定。

評価指標の中から2項目ずつ取り出して「どちらの項目をどのくらい重要視するか」を質問する一

対比較アンケートを全ての組み合わせについて行い、その結果から各評価指標の重みを計算し

た。

部局（課） 回答数
建設課 8
治水課 12
農政課 3
道路維持課 5
都市計画課 3
危機管理室 7
維持管理課 4

計 42
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7-2 評価結果
評点が１点以上の排水区
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評価結果をもとに、評点1.0以上

のブロックについて整理し、対策

を優先的に実施すべき区域（重点

対策ブロック）を以下のように設定

した。

7-3 浸水対策実施区域の設定
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7-4 地域別対策目標の設定

＜重点対象ブロック＞（浸水対策実施区域）

●計画降雨（時間降雨約５０㎜）に対する整備目標・・・床上浸水、

床下浸水、道路冠水の解消（農地での冠水は許容）

ただし、全路線を整備するまでには膨大な時間と費用を要する

ため、当面は道路冠水（15cm未満）を許容し、効果的かつ効率的

な整備を図る。

●既往最大降雨（時間降雨約８２㎜）に対する対策目標・・・床上

浸水の解消

ただし、高崎川第4排水区については、重要施設であるJR佐倉

駅前ロータリーの道路冠水を対象に、交通機関等への影響を考

慮して浸水深10～15cm程度まで軽減することを目標とした検討

を行う。

●ハード対策を実施してもなお、浸水が発生する箇所については、

ソフト対策による治水安全度の向上を図る。

（照査降雨に限らず、計画降雨においても局所的な浸水に関して

はソフト対策の適用を考慮）

＜その他の区域＞

●当面は従来どおり全体計画および事業計画を踏襲し、新規

開発や老朽化対策等で再整備が必要な場合は、計画降雨（時

間降雨約５０㎜）に対する施設整備（出来る限り既存施設を有効

活用する）を原則とする。

●ソフト対策による治水安全度の向上を図る。

（計画降雨においての局所的な浸水に関しては、ソフト対策の

適用を考慮）

※ソフト対策・・・維持管理・体制、情報収集・提供、施設の効率

的・効果的運用、自助対策の支援等による浸水対策をいう。公

助・共助・自助による対策がある。
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ただし、今後の浸水発生状況により、区域の見直しも検討

浸水対策（主にハード対策）は、重点対策ブロックから優先的に実施する

計画降雨の降雨パターン（時間降雨約50㎜） 既往最大降雨の降雨パターン

7


